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2022年末に登場した「チャットGPT（ChatGPT）」のブームは、世界に大きな衝撃をもたらした。大手テック企業
は生成AI技術を組み込んだ製品を矢継ぎ早に市場投入。ホワイトカラーの生産性向上やクリエイティブ産業での
活用が叫ばれ、停滞していたAIの社会実装は一気に進みつつあるように見える。一方で、訓練データをめぐる倫
理的な問題やデマ・フェイクの問題、新たなセキュリティ・リスクなど、解決すべき重要な課題も山積している。
生成AI革命の現在を多角的に捉え、その光と影、未来への展望を検証する。

検証「生成AI革命」
破壊と創造は進んだか
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いるのと同じなのだ。この先、多く
の企業が破綻するだろう。この時代
のフェイスブック（現メタ）、ツイ
ッター（現「X」）、ティックトック

（TikTok）が出現するまで、何年も
かかるかもしれない。「人々は10年
後の未来を想像したがりません。誰
も愚か者と思われたくないからで
す」。テクノロジー・コンサルティ
ング会社ブーズ・アレン・ハミルト
ン（Booz Allen Hamilton）で生成
AI部門の責任者を務めるアリソン・
スミスは言う。「でも、それは私た
ちの予想を大きく超えるものになる
と思います」。
　インターネットは、私たちの仕事
のやり方や遊び方、友人や家族との
過ごし方、学び方、消費の仕方、恋
愛のやり方など、あらゆることを変
えた。その一方で、ネットいじめや
リベンジポルノ、トロール・ファク
トリー（デマ発信組織）が出現した。
インターネットは大量虐殺を促し、
メンタルヘルス危機を煽った。さら
に、中毒性のあるアルゴリズムと略
奪的な広告を駆使した監視資本主義
を誕生させ、これは現代の支配的な
市場勢力となっている。こうしたデ
メリットが明らかになったのは、膨
大な数の人々がインターネットを使
い始め、ソーシャルメディアのよう
なキラーアプリが登場してからだ。

　生成AIも同じ道をたどる可能性
が高い。オープンAI（OpenAI）、グ
ーグル、メタなどが、いくつかの基
盤生成モデルというインフラを整備
し、その構築に携わっていない人た
ちが、作成者が夢にも思わなかった
形で、このインフラの利用や悪用を
始めることになる。「個々のユーザ
ーに実際に試してもらわないと、そ
の可能性とリスクを完全に把握する

023年のトレンドの変
化の大きさを私に初め
て教えてくれたのは、

見ず知らずの人であった。3月のこ
とだ。なかなか来ないエレベーター
を待っていたとき、たまたま居合わ
せたある女性は、チャットGPT

（ChatGPT）を使って、マーケティ
ングの仕事の報告書を書く手伝いを
してもらったと話してくれた。彼女
は、報告書の作成があまり得意でな
いと思っており、書くことが嫌いだ
った。だが、今回はマネージャーが
褒めてくれたのだそうだ。「ズルを
している気分でしたか？」と私が尋
ねると、「とんでもない」と彼女は答
えた。「仕事をこなすためなら、使
えるものは使います」。
　この女性の生成AI（ジェネレーテ
ィブAI）の経験は、数多くある例の
1つである。いま、街中（そしてエ
レベーターの中）にいる人たちは、
この斬新なテクノロジーが何のため
にあるのかを理解しようとし、どん
なことに使えるかを考えている。現
在、生成AIをめぐる喧伝は、いろん
な意味でインターネットの黎明期を
彷彿とさせる。そこには興奮や期待
感、そして前に進みながら作り上げ
ているという感覚がある。
　言うなれば、私たちはいま、2000
年頃のドットコム・バブルの最中に
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1 生成AI革命で残された
6つの重要課題
2023年、生成AIは世界を席巻したが、未解決の問題も残っている。生成AIの未来、そ
して私たちの未来は、私たちが次にどうするかで決まってくるだろう。

by Will Douglas Heaven （米国版AI担当上級編集者）
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ことはできません」（スミス責任者）。
　生成AIはインターネット上のコン
テンツで訓練されているため、バイ
アス、誤った情報、著作権侵害、人権
侵害、あらゆる面での経済的混乱に
関するものなど、未解決の問題の多
くを引き継いでいる。とはいえ、闇
雲に進もうとしているわけではない。
　生成AI革命の展開を観察するう
えで、心に留めておくべき6つの未
解決の疑問を見ていこう。インター
ネット革命の失敗を踏まえて、今回
はもっと上手くやるチャンスが私た
ちにはある。

1.バイアスの問題が　　　
　なくなる日は来るのか？

　バイアスが人工知能（AI）関連の
害悪の代名詞となっているのには、
相応の理由がある。現実世界のデー
タ、特にインターネットから収集し
たテキストや画像は、性別をめぐる
固定観念から人種差別に至るまで、
バイアスに満ちあふれている。それ
らデータに基づいて訓練されたモデ
ルは、そうしたバイアスがエンコー
ドされており、どこで使われようと
さまざまなバイアスを強化する方向
に働く。
　チャットボットや画像生成AIは、
エンジニアを白人男性、看護師を白
人女性として表現する傾向がある。
黒人は、警察の顔認識プログラムに
よって誤認され、不当逮捕に見舞わ
れるリスクを抱えている。人材採用
アルゴリズムは、女性よりも男性を
好む傾向があり、しばしばその対処
のために取り入れられるアルゴリズ
ムによって、バイアスが強化されて
いる。
　新しいデータセットやモデルの新
しい訓練方法（どちらもその準備に

何年もかかる可能性がある）がなけ
れば、バイアス問題の根本原因は依
然として残ることになる。しかし、
これが注目の研究テーマであること
に変わりはない。オープンAIは、人
間のフィードバックによる強化学習

（RLHF：Reinforcement Learn-
ing from Human Feedback） な
どの手法を使って、大規模言語モデ
ルのバイアスを減らすことに取り組
んでいる。これにより、人間のテス
ターが好ましいと思うようなテキス
トを出力するようにモデルが方向付
けられる。
　他の手法としては、合成データセ
ットの使用が挙げられる。例えば、
映像制作用の生成モデルを構築する
スタートアップであるランウェイ

（Runway）は、民族、性別、職業、
年齢が異なる人々のAI生成画像な
ど、合成データを使って、人気の画
像生成モデル「Stable Diffusion（ス
テーブル・ディフュージョン）」の
あるバージョンを訓練している。同

社の報告によると、このデータセッ
トで訓練されたモデルでは、肌の色
が濃い人の画像や女性の画像がより
多く生成される。実業家の画像をリ
クエストすると、スカーフをかぶっ
た女性の画像が出力されるようにな
った。また、医師の画像では、肌の
色や性別が多様な人たちが描かれる
といった具合だ。
　評論家らはこれらの対策を、壊れ
た基本モデルの対処療法に過ぎず、
問題の解決ではなく隠蔽であるとし
て否定している。しかし、ブーズ・
アレン・ハミルトンの「責任あるAI」
部門のスミス責任者の同僚、ジェフ・
シェーファーは、このようなアルゴ
リズムにおけるバイアスは、長期的
には有益な形で社会のバイアスを暴
露する可能性があると主張する。
　一例として、人種に関する明示的
な情報がデータセットから削除され
たとしても、人の住所から人種を推
測できるため、人種バイアスが依然
としてデータに基づく意思決定を歪
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　これらは大きな問題となっており、
サラ・シルバーマンやジョージ・R・
R・マーティンなどの著名人が原告
となり、メディアの関心を集めてい
る。こうした訴訟により、少なくと
も米国では、他者の作品の何がフェ
アユースで、何がそうでないないか
に関する規則が書き換えられること
になりそうだ。
　しかし、期待は禁物だ。280社以
上のAI企業の代理人を務めるガン
ダーソン・デットマー（Gunderson 
Dettmer）法律事務所で、知的財産
ライセンス専門パートナーのケイテ
ィ・ガードナー弁護士は、裁判所が
最終決定を下すまでには何年もかか
るだろうと話す。最終決定が下るこ
ろには、「このテクノロジーは経済
にしっかりと定着し、元に戻すこと
はできなくなっているでしょう」と
同弁護士は言う。
　その一方で、テック業界はこのよ
うな侵害疑惑を猛スピードで積み上
げていっている。「企業が様子見を
するとは思えません」とガードナー
弁護士は言う。
　「ある程度の法的リスクはあるか
もしれません。しかし、それ以外に、
追従しないことによるリスクも、大
変多く存在するのです」。
　侵害の可能性を制限する対策を講
じている企業もある。オープンAIと
メタは、クリエイターが将来のデー
タセットから自分の作品を削除でき
る方法を導入したと主張している。
オープンAIは現在、「DALL-E（ダリ
ー）」のユーザーが、生存中のアー
ティストのスタイルで画像をリクエ
ストできないようにしている。しか
し、「これらはすべて、訴訟で自分
たちの主張をサポートするための措
置です」とガードナー弁護士は話す。
　現在、グーグル、マイクロソフト、

オープンAIは、自社モデルのユーザ
ーを潜在的な訴訟から守る姿勢を示
している。マイクロソフトは、訓練
に使われたコードを作ったソフトウ
ェア開発者らを代表とする集団訴訟
の対象となっている生成コーディン
グアシスタント「ギットハブ・コパ
イロット（GitHub Copilot）」の免
責ポリシーで、裁判所が問題を解決
する間、原則としてそれを使用する
人たちを保護することになる。「当
社製品のユーザーが心配せずに済む
よう、責任は私たちが負います」と、
マイクロソフトのサティア・ナデラ
最高経営責任者（CEO）はMITテク
ノロジーレビューに語った。
　一方で、新しい種類のライセンス
契約も登場している。シャッタース
トック（Shutterstock）は、オープ
ンAIと画像の使用に関する6年間の
契約を締結した。また、アドビは、「フ
ァイアフライ（Firefly）」という独
自の画像作成モデルを、許諾された
画像、アドビ・ストック（Adobe 
Stock）のデータセットの画像、ま
たは著作権が消滅した画像のみで訓
練したと主張している。ただ、アド
ビ・ストックへの投稿者の中には、
相談を受けておらず、不満を抱いて
いるという人もいる。
　憤りは激しい。アーティストたち
はいま、独自のテクノロジーを使っ
て反撃している。「ナイトシェイド

（Nightshade）」というツールを使
うと、人間には気づかれない形で画
像に手を加えることができる。しか
し、その変更は機械学習モデルにと
っては壊滅的な影響をもたらし、訓
練の際に画像を誤って分類してしま
うという。こうした技術により、ネ
ット上でのメディアの共有と再利用
に関する規範が大幅に再整理される
ことが期待される。

める可能性がある。これによって人
種差別や住宅差別のパターンが明ら
かになるとシェーファーは指摘する。

「大量のデータを1カ所に集めたこ
とで、その相関関係が非常に明確に
なりました」。
　シェーファーは、同様のことがこ
の世代のAIにも起こる可能性があ
ると考えており、「社会全体に存在
するこうしたバイアスが明らかにな
るでしょう」と言う。そして、それ
がより的を絞った政策立案につなが
るだろうと語る。
　しかし、多くの人はそのような楽
観主義に渋い顔をするだろう。問題
が公けになったからといって、それ
が解決される保証はない。政策立案
者たちは、住宅、雇用、融資、治安
維持などの面で、数年前に露呈した
社会的バイアスに今も対処しようと
している。その間、人はそれを受け
入れて生活することになる。

予測：バイアスは、ほとんどの生成
AIモデルに内在する特性であり続け
るだろう。しかし、次善策と認識の
広がりは、政策立案者が最も明白な
バイアスに対処するうえでの助けと
なるかもしれない。

2.AIで著作権の扱いが　　  
　どう変わるのか？

　テック企業が同意なしに作品から
利益を得ることに憤慨したアーティ
ストや作家（およびプログラマー）
らは、著作権侵害を主張して、オー
プンAIやマイクロソフトなどを相
手取って集団訴訟を起こしている。
ゲッティ（Getty）は、画像生成モ
デルのStable Diffusionを提供す
るスタビリティAI（Stability AI）を
訴えている。
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クだけではない。画像および映像作
成モデルを使えば、人間のイラスト
レーター、撮影スタッフ、俳優なし
で、写真や映画のストリームを無限
に作成できるようになる。2023年
に米国で作家や俳優がストライキを
起こしたことで、このことが今後何
年にもわたって争いの火種になるで
あろうことが明らかになった。
　それでも、多くの研究者は、この
テクノロジーが労働者全体に取って
代わるのではなく、力を与えるもの
であると見ている。結局のところ、
産業革命以降、テクノロジーは人の
仕事を奪ってきた。古い仕事がなく
なれば、新しい仕事が生まれる。「生
成AIは正味でプラスに働くと強く感
じています」とスミス責任者は言う。
　しかし、変化には常に痛みが伴い、
正味のプラスによって個人の損失が
隠されてしまう可能性がある。テク
ノロジーの激変は、富と権力を集中
させ、不平等を助長する傾向もある。
　「私の考えでは、問題はもはやAI
が仕事を変えるかどうかではなく、
私たちがそれをどうしたいかという
ことです」とモリック准教授は書い
ている。

予測：大量の雇用喪失の懸念は誇張
されていたことが判明するだろう。し
かし、生成ツールの使用は、職場で
今後も急増していくだろう。人の役割
が変わる可能性があり、新しいスキル
を学ぶ必要があるかもしれない。

4.生成AIでどのような　　
　誤った情報の発信が　　
　可能なのか？
　2023年に最も拡散された3つの
画像は、バレンシアガのダウンコー
トを着たローマ教皇、警官に組み伏
せられるドナルド・トランプ、国防

ーザーに基づいて履物産業市場をセ
グメント化する」など、架空の靴会
社に関連するタスクを18個与えた。
そして、いくつかのグループはChat
GPTの助けを借りることができる
ようにした。
　その結果は驚くべきものであった。

「GPT-4を利用したコンサルタント
は、あらゆる面で、パフォーマンス
を測定したあらゆる形で、利用しな
いコンサルタントよりもはるかに高
いパフォーマンスを示しました」と
モリック准教授はこの研究について
のブログ投稿で書いた。
　ベンチャーキャピタル企業エア・
ストリート・キャピタル（Air Street
Capital）の創業者で、AI研究とそ
の業界動向の包括的な年次概要であ
る「AIの現状報告書（State of AI 
Report）」を発行するチームのリー
ダーを務めるネイサン・ベナイッチ
は、多くの企業がすでに情報の検索
や取得に大規模言語モデルを使って
いると話す。彼はこれを歓迎し、「AI
モデルがアナリストになることを願
っています。こういったことは、大
抵とても面倒ですから」と言う。
　ベナイッチ創業者が言いたいのは、
単調な仕事を機械に任せることで、
人は仕事の達成に特化した部分に集
中できるということだ。また、AIに
よって従業員全体のスキルを平準化
できるようだ。モリック准教授のコ
ンサルタントや他のプログラマーに
関する初期の研究では、経験の浅い
人がAIを使うことで、より大きな後
押しを受ける可能性が示されている。
ただし、注意点もある。同准教授は、
GPT-4に依存しすぎると不注意に
なり、モデルが間違いをしたときに、
それに気づく可能性が低くなること
を発見した。
　生成AIで変わるのはデスクワー

予測：注目の訴訟は引き続き関心を
集めるが、だからといって企業が生
成モデルの強化を止める可能性は低
いだろう。倫理に則ったデータセッ
トを中心に、新たなマーケットプレ
イスが誕生し、企業とクリエイター
との間のいたちごっこが展開される
だろう。

3.AIで仕事は　　　　　　
　どう変わるのか？

　私たちは長い間、AIが私たちの仕
事を奪ってしまうと聞かされてきた。
今回、1つ違うのはデータアナリス
ト、医師、弁護士、（妄信的な）ジャ
ーナリストなどのホワイトカラーも
危機に直面しているように思われる
ことだ。チャットボットは高校の試
験、医師免許試験、司法試験で楽々
と合格点を取ることができる。会議
を要約したり、基本的なニュース記
事を書いたりさえできる。人間の仕
事には何が残っているのだろうか？ 
しかし、現実はそう単純ではない。
　研究者の多くは、大規模言語モデ
ルのパフォーマンスが真の知能の証
しではないとしている。しかし、た
とえ大規模言語モデルが知能を持っ
ているとしても、ほとんどの専門職
には、大規模言語モデルにはこなせ
ないタスクが大量に存在する。
　2023年夏、ペンシルべニア大学
ウォートン・スクールでイノベーシ
ョンについて研究しているイーサ
ン・モリック准教授は、ボストン・
コンサルティング・グループと協力
して、コンサルタントに与える
ChatGPTの影響を調べる実験をし
た。実験チームは、数百人のコンサ
ルタントに、「未開拓の市場やスポ
ーツをターゲットにした新しい靴の
アイデアを10個以上提案する」「ユ
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